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昭和拐事3月
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例言

1. 本宮111、秋田市上Ji揖五十T牢小林に所在する k新鋭中学校jft榊の宛蝦調査被告書である.

2. 綱:I't，1;.体は、 A地IKt虫間前帥前線、 8地区桃山市段宵聖書員会で島り、!\'I1.:1'\は秩凶 ，liI~会教育

議脊原慣行である.

3. 輔i't曹作成巳あた~て、 ~削厳鵬発極調査事務所町佐々本領事所長、 '1、際正夫、品鱒同様 ー、

日'1 久、安目1忠市、階谷 峰、i!li鳥羽礼千円協力を得て、菅原俊行が敏草、損集をした.

4. 石質的自量定は、駄旧県立博物J!Ilの渡部 品1~に御機示をいただき、-1:絡は、私問県文化却の13'

櫨a場醇附氏巳御教示を、た式だ1山L

5. n.etは、 '上新易産中事俊忠勝とその胴辺温跡J (1973・紋倒市IUJlI:)員会〉の遺跡の現崎町立

調障を利用 L、調ff.区梅序を付加えた.

6. 閃Mtlの航噌写真は、J:餌崎中牢佼保管のものをlI!写したものである.

7. 土割、舗内(突開聞 の0'1、ま ・ 臼勾玉 ・ 晶:w院はそれぞれ町出来地点-c:i6るo~叫ベ Aff ラ .

は炭化物の散布範閣を示-，.. 
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I 

1 .林道工事

上新城中学校遺跡の西側(一部通学路)に林道を通す計困が決定したのが昭和53年11月の初めで

あった。市林務課が事業主体であり、この地域は昭和30年の発掘調査の結果、縄文時代晩期の遺跡

(1上新城中学校遺跡とその周辺遺跡J 1973、秋田市教育委員会)であることが確認され、遺跡破壊

を防ぐため林道予定コース変更の協議を重ねたが、地元住民の問題、地形的にも、このコース以外

に林道を通す所はなし、との判断であった。

そこで緊急発掘調査を実施することとし、調査日程、 関係で11月 24 日 ~27 日まで事前

に試摺調査 (4mX4mグリットワをした結果、遺物、石(中際~匹際)の出土が多く、冬を迎え

時間的にも、作業には時間がかかりそうだと判断した。 12月 8日、林務課、教育委員会担当課、上

新城中学校長が集まり、今後の日程、生徒の通学路の問題等を協議し、雪どけを待って調査をする

ことにしたのである。 2月26日、多少の雪はあるが調査区に残る木の抜根作業をブルドーザ…で行

う。調査区北半部は木の根の密集で抜根により遺構等は破壊されて、結果は期待できない状態であ

った。そして、 3月 5日から発掘調査を開始したのである。

2.小グランド造成工事

林道工事に伴う発掘調査の整理中に、さらに中学校の裏側(北東側)に小グランド造成の話が持

ち上った。それまで中学校のグランドは250m離れた標高約60mの高台にあり、授業に支障をきたし

ているということであった。上新城中学校遺跡の範囲確認調査は行なっていないため、小グラントA

造成予定地域(この地域は戦後、開墾して畑として使用したことがあるとしづ。その際、多少の遺

物が出土したらし"、)の予備調査をした結果、予定地(約2，300m')の道路を含めた東側の大部分は、

以前にスキーヤーのための駐車場を造るため削平され、遺構検出については断念せざるを得ない状

態であった。調査対象の西側(約 800ぱ)は笹竹の繁茂が著しく、遺物は確認出来なかったが、こ

の状態では発摺調査は間難であるため、笹竹の根のおよぶ表土までブルドーザーで排除し、発掘調

査を実施することとし、 9月17日から調査を開始したのである。

3.誠査体制

林道工事 (A地底)

調査期間 昭和54年 3 月 5 日 ~4 月 14 日

調査主体者

調査担当者

調査員

調査協力員

秋田市教育委員会

菅原俊行 秋田市教育委員会

安田忠市 秋田城跡発掘調査事務所

石郷岡誠一、小松正夫、日野 久、西谷 隆、西鳥羽礼子、;秋田城跡発掘調査事務所
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本間宏秋田高校学生、鈴木雅則 東京農大付属高校生

調査作業員 秋田城跡発掘調査作業員地元有志

小グランド (8地区)

調査期間 昭和54年 9 月 17 司 ~11月 1 日

調査主体者 秋田市教育委員会庶務課

調査担当者

調査員 菅原俊行 秋日ヨ市教育委員会

調査補佐員 安田忠市 秋開城跡発掘調査事務所

調査協力員 石郷岡誠一、秋田城跡発掘調査事務所、在日重光 秋田考古学協会員

調査作業員 秋田城跡発掘調査作業員、地元有志

日 遺跡の位農と立地

1 .遺跡の位置

遺跡は、秋田市上新城五十丁字小林にあり上新城中学校を中心にした一帯で、ある。秋田市街から

北へ直線fi!g離にして約 9凶の地点で、秋田から土崎を通り、飯島字長野、飯田を経て、秋田中央交

通バス停留所 γ中学校前」の斜面の道路を登り切った標高約45m前後の南閉する段丘上に存在するO

中学校の東側は沢になっていて小グランド造成予定地の東側奥まで入り込んでいる。

2.遺跡付近の地形

秋田平野を北西流する雄物川の!日河口に発達した土崎市街地の北方に太平山塊に源を発し、日本

海に往く、、新城川という長さ約20kmの小冊)けがある。上新城はこの河)11の上流部に当り、新城JIIとそ

の支流の愛染)11との細長くこ又に分岐した谷底平野と、それを峡むように分布する丘陵地から成る。

この上新城丘稜は標高60~ 200mのかなりの開析を受けh た地形で、あり、谷密度は30~ 50 /kffi"また、

起伏量は100~150/km'の地域が大部分を占めている。この丘陵の末端を南西流する新城川沿いには数

段の段丘が知られている。五十了集落付近には上下 2 段がみられ、上段は開析を受けた標高60~65

m の面でゆるやかな傾斜をもって背後の丘陵に連続し、その堆積物は直径20~30m の亜円礁を含む

際関で、10m 前後は認められる。また、下段は40~50m の標高を示し、約10m の比較的急、な斜面で上

段と境される。この面の表面は大変平担であり、直佳10cm前後の礁を主体とする煉!習が 5mほと、み

ら ~L る。 しカミし、 と地形図から判断すると杉崎付近から五十丁集落にかけて少なくとも上

下 3 段の段丘が確認できると思われる。前述の上下 2 段の段丘のほかに標高25~30m の面である。

- 2 



第 1図 遺跡の位置 O上新城中学校遺跡
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3.遺跡付近の地質・土壌

遺跡付近の丘陵地並びに段丘を構成する地層について述べると、基盤は新第三系中新世船川層で、

その上には暗灰~灰色泥岩およびシルト岩から成る天徳寺躍が覆っている。本j替の岡結度は船JII眉

より低く、風化面では大角状にこわれ容易に泥化する。本層に伴う火成岩は羽黒山安山岩で、石英、

黒雲母、角閃石を含む混成の輝石ないし河踏石安山岩から成る。天徳寺躍を覆うのは笹岡躍で、下

部はシノレト岩ないし砂質シノレト岩で上方に漸次砂質化し、上部は微細粒の砂岩となる。下新城付近

では路側や)11筋に急崖をなして露出してし、る。回結しているが風化しやすく崩れやすく、特に上部

の砂岩はもろく、崩れて砂となる。本躍に火成岩は伴なわなし、が、凝灰岩や浮石はしばしば認めら

れる。この鮮新世笹岡層の上には寒風火山のi噴出によるといわれる 1~2m の黄褐色の粘土質火山

灰土が堆積し、最上位には並円礁の混入がみられる黒色土が覆っている。これは、いわゆる高岡 2

統で、黒色の色調はそれほど強くなし、。一次鉱物を見ると火山ガラスが混入しており、火山灰が関係

しているものと推定される。現水面はシル卜が主体の沖積層(西山統)である。

調査における鹿序は、 A地区では第 1層(表土)第 2層(精褐色土)、第 3層(陪褐色土)、第

4層(ローム層)に分けたが、第 2層、第 3層は両居とも黒っぽし、褐色で、層序は明確ではない。

第 3層には炭化物を多く含み、焼土(粒)等を含んでいることで、分けた。第 2、 3J曹は遺物包含層

である。 B地区は第 1層(表土)、第 2J欝(寅褐色土)、第 3層(ローム層)に分けられる。第 1

層は黒色腐植土で厚く、第 2層はロームに近いもので粘質性があり、木根等による撹乱もみられた口

第 1、 2層とも遺物包含膚ではない。

回 調 査 の と経過

林道工事に伴う中学校西側の調査区をA地区、小グランド造成に伴う中学校北東側の調査区を B

地区と呼称する。

1 ..4地l2S:

林道予定コースを中心に磁北に合せて東西南北の基線を決め、グリッド設定を行なった。大グリ

ッド(l2X12m) を19設定し、大グリットn の中に小グリッド (4X4m) を 9設定した。すなわち、

東西方向に数字 (1~ 3) 南北方向にアルフアベット (A~ B) の組合せで小グリッド(例17A1) 

を呼ぶこととし、調査を進めた。大グリット"1 • 2 • 4の林道にかかる地区は抜根作業のため調査

は不可能な所であり、 16・19グリッドは通学路としての切り通しの坂道であり調査対象外の地区で

あった。調査区では第 2J脅から多量の遺物、石が出土し始め、石は中陳~巨傑まであり、 2J習3J習

の遺物包含層の範閤にみられ、集石遺構の実測作業に時間がかかった。特に沢の入り込んでし、る 8

A3、 9A 1、 9B 1、 9A2、llC3、12C1グリッドでは遺物の量が多い。調査区南は集石は

少なかったが、調査後半の調査区精査の際、ローム直上回で土拡墓が確認された。

3月17日 上新城中学校 2年生来跡、社会科の授業の一部として。
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調査は出来なかった。表土(黒色腐植土庸)の排除段階で遺物はほとんど出土しなかった。ローム

直上回で土拡墓を確認し、平面形の確認できる土拡墓は長期i!方向に#1;，内層序を実測することにした。

調査区中心部東寄りの所は重なり合う土拡基が多く、平面で把握するのは悶難なものもあった。

9月28日 上新城中学校全校生来跡。 の一環として。

10月16日 小林達雄氏(国学院大学助教授)、門，~号光夫氏、

10月17日 林 謙作氏(北海道大学助教授)、ビル・ワークマン夫妻来跡。

岳llLi憲司氏(県文化課)来跡
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N 遺 構 遺物

l.A地区

500m2 

校舎(管理棟)の西側に沢が入り込み、小沢の東側、すなわち、校舎の南西側に張り出した台地

上が調査区である。標高は40m前後で遺跡の広がりは校舎の敷地内および沢の北側台地に及ぶもの

と考えられる。

発見された主な遺構は集石、土拡基 (20基)などである。

集石遺構

表土から20~30cmの深さで、集石がみられ集石ーを含む埋土は20~30m で第 2 層、 3 層におよぶ、

右は 5~30cmの大きさの瞭で、範囲は調査区内で、は東西約18m 、南北約35m の広がりがあり、特に

北半、中央部東側に密に分布している。南端部には集:石はほとんど、みられず、ローム質粘土層に混

っているl擦が露出しているものである。北半の集石下は傑混りのローム質粘土層となり第 3層とし

て区別できる震はない。調査区中央部には小沢が入り込み、埋められているので堆積層は厚くなり、

西側が最も淳い。ここは部分的に 7層ぐらいまで層別してみたが、基本的には表土も含め 4層に大

別される。集石の範聞が遺物出土の範囲であり、沢部にあたる 8A3、 9A1、 9B 1、 9A2、

llC3、12C1グリッド内は遺物出土量が著しく、本調査の遺物の大部分である。

この集石遺構は西側、校舎のある北東側に広がりが考えられるもので、遺構そのものは特に石を

配したとし、う形跡はみられな L、。

土 拡 墓

A地区では20基の土曜;慕が確認された。土拡墓のほとんどは、台地南端に位置する。二と拡墓を 1

号から)1原に、構造、出土物等について記述する。 ※土層断面は必ずしも長軸方向になっていない。

1号土拡墓

沢の南側にあり、四に傾斜し

てし、る。拡口部は 113cmX60cm

で小判形を皐し、長軸方向はN

860 Wで、j広底はほぼ平らである。

樫土には炭化物の混入がみらh"

粗製の土器片が若干出土し、拡

底中央部よりやや西側にベニガ

ラの散布がみられた。

第ア包 1号土I広墓

一 7 -



1 溺色土;
2 炭化物混りの11お潟色土
3 炭化物混りのtJl色土
4 炭化物混りの褐色土

第 8図 1

2号土拡慕

1号土拡慕の府東にあり、西に傾斜

し、西壁ははっきり確認できなかっ T占

拡口部は約130cmX67cmで小判形を塁

伊//

第10図 仁二五5cm

2号土拡墓出土土器

し、長軸方向はN72
0

Wで、拡底北側に礁がみられ、埋

土中に粗製鉢の胴部、石片が出土した。

3号土拡墓

調査区南の西壁際にあり、拡口部は127cm X 62cmでほ

ぼ楕円形を呈し、長南11方向はN83
0

Wで、拡底は平らで壁

は比較的直立し、遺物は粗製土器片が 1点出土している。

4号土拡慕

_. ， ， ， ， 
"，- .... ， F 

， ， 
， 

a _._ I 

1 
1 、、、、、、、、、、

‘・.

1 炭化物・ローム粒が

混入する暗黒褐色土

2 黄色粘土

f 一一一二三三ニ〆

第11図 2号土t広墓

3号土J広墓とややずれて南側に並んでいる。拡口部は120cmX55cmで、ほぼ小半Ij形を畏し、長軸方向

はN710 Wで、出土濯物はなL、。

第12図 3

- 8 -



協

1 
2 

_ 3: 1 :炭化物・ローム粒子が混入する階褐色粘質土

2 :炭化物・ローム粒子が混入する極!情褐色粘質土

050cm  

第14図 4

5号土拡墓

第15図 5号土t広墓

4号土拡墓の南側にあり、

拡口部は142cmX65cmで、多少

変形であるが長L、小判形を呈

し、長車rb方向はN120
0

Wで、

j広底南西にベニカ《ラの散布が

みられた。出土遺物はなL、0

6号土拡墓

調査区中央部東側にあり、

拡口部は102cmX54cmで、隅丸

長方形を呈し、長軸方向はNI09
0

Wで、拡底は平らで、中央西側寄

りにベニガラの散布がみられ、特 s
にベニガラが繊維状のものに付着何グ同

f丹rl'J_'I:?，.，九 州

したような形跡が確認されたが、 WJK弱みさきふ // 
山7M1鞠悦戸、//

詳細は不明である。埋土中の遺物 .. ~Jj:7主主~:'i:γ ". ，- ー /，_/ 

は粗製土器片が数点出土している。
第17図 6

出土土器

第19図 6号土拡慕(北→)

- 9 -

1 ロ-

2 :黒潟色土・ 11白茶褐色土の入り混り

3 :やや黄色味をJfifひたIn~ 茶潟色てl二
4 灰黄色Ni士

¥ "よ戸」フフ下デ

18図 6



7号土紘基

6号土J広墓の南側 2mのところにあり、 j広口部は75cmX70cmのほぼ円形を呈し、 j広底は鍋底;伏で¥

(長i~ru方向 N93
0

巳)

色
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H
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:l塑土は他の土拡慕に比べ黒色が強い。出土遺ノjはな L、。

o 50cm 
(南→)7 

7号土t広墓第21図

8号土紘基

台地南端、中央部にあり、拡口部は127cmX70cmで、楕円形を呈し、長車ru方向はN6TWでJ広底は

協

1 尚色土
~ ，:ローム粒子が多1ftに混入する's:'t褐色二i二
2' 2 I汚よりもキローム粒子が多訟に混入

2か:潟色味を
3 炭化 物・ ロ
4 : 111守黄色粘土

混入するm'i潟色二i二

ゆるやかな鍋底状である。出土遺物はなL、。

8 

9号土拡墓

台地南端。中央部 8号土i広墓の南西にあり、 J広仁i部は140cmX77cmで、橋円形を呈し、長軸方向は

N1200Wで、南西拡底近くでベニガラの散布がみられた。 J広底はほぼ鍋底状で、出土遺物は粗製土

器片 2点である。

10号土拡墓

8号土i広墓の北西にあり、 j広口部は83cmX50cmで、小判形を呈し、長軸方向はN700 Wで、出土遺

物はなL、。

ハU



れる

~品目m

1 ローム

1 ' 
2 

9号土i広慕第25図

9号士拡墓(北→)第24図

1 明褐色土
2 :褐色土
3 :黄色土

、 と手~

1 炭化物が混入するI!奇寅褐色土
2 炭化物が混入する絡黄色粘土
3 :炭化物が混入するI!帝褐色土
4 炭化物が混入する時黄褐色土
5 :炭化物が混入するH青黄色粘質土

⑨
句

4

⑨
①

3
 

⑥
⑪

2
 

10号土I広墓

⑨
の
ー

第26図

11号.12号土拡墓

10号土i広墓の南西

土色
土

土
褐
色

色
黄
褐

北
百
円
る
る

る
す
す

す
入
入

入
混
混

土
混
が
が

色
物
物
物

褐
化
化
化

明
山
灰
山
灰
炭

1

ょっ
M
q
J
4‘

⑨ 
CID Q]) 

7S=frH 

11号土t広喜出土小玉

ぬ⑨
の
6

⑨
∞
5
 

にあり、重複してい

る土i広墓で'11号の方

て三丈三三三グ

が12号より新しし、。

11号の拡口部は 110

cm>く約82cmで、小判形を皐すると忠、われ、長軸方

向はN690 Wで、西側、中央部南側の 4ケ所にベニ

11 12号土拡墓第28図カラの散布がみられ、西側のベニカ、ラ周辺から 8

(うち 1個は半分のみ)が検出された。玉は緑色凝灰岩製である。 12号の拡 1:::]部は 115cmf間の小玉

×約75cmで、楕円形を呈すると思われ、長軸方向はN48
0

WでJ広底は平らである。出土遺物はない。

13号土拡墓

調査区南端にあり、肱川~rlは135cmX85cmで，*育円形を呈し、長軸方向は N850 Wで、中央北寄り j広底

近くでベニカ、ラがみられた。出土遺物は粗製土器片1点で、ある。

-11 



近くでベニガラがみられた。出土遺物は粗製土器片 1点

である。

14号土拡幕

13号土拡墓の東側にあり、 j広口部は95cmX67cmで、隅

丸方形を皐し、長軸方向はN960 Wで、中央よりやや西側

にベニガラが散布し、小玉 4個、勾玉 1{闘が検出された。

小玉、勾玉は縁色凝灰岩製で小玉は軟質のものである。

15号土拡墓

調査区最南端にあり、 i広口部は220cmX105cmで、西側

にやや細くなる楕円形を呈し、長軸方向はNllTWで、

拡底はほぼ平らであるが、礁が多く出凸の感じである。

これは礁}替の部分に土J広墓をつくったためで、ある。北側

にこの土J広墓を切って径約50mのピットが確認された。

中に人頭大のお 2{屈と粗製の土器片が 1点検出された。

16号土拡墓

1 羽褐色土
2 ロームブロックが混入する褐色士
3 : 11お褐色土
4 赤賞色土

図

?〈三て t

J 

o 50cm 

13号土地墓

調査区南、中央部にあり、西側の土i広と重複し、 これによって切られ、長:軸方向拡口部ははっき

りしないが、約140cmX70cmで、変形の小判形を呈し、長車出方向はN1100 Wで、埋土中から粗製土器

片 l点が出土した。西側の土拡は土紘墓としては判然としないものである。

12 



線機鱗鱗機鋒戸@ 

OD 

14号土拡募出土

勾玉・小玉

s告「

⑨
⑪

2
 

⑨
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日

月
)
d
i

⑨
∞
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(南→)

1 :炭化物・ローム粒子が混入する褐色土 4 :炭化物が混入するi陥褐色土一

一 字詰 色町 銅色土問4': 4層にローム析が混入する

孟ーミギ広三
4 -← 0 5Ocm  

墓拡土ロ
守只ゾ

円。
寸
E
B品

第36図
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。ム仰向後人ずる防総色 ， I 思締役'"
"制度!.I i : ~必..J

みね(.・S世に1/.λeる紛補色 I3 : ，.:.-~ムtHA、ψ・ "λ"'9

側色士

。 怖 "
しー一一ー一一」

;;;¥31町 1凶 16号土也主主 ・3号士松

17号・ 18号土組事

議37の2図 16号土:fZ基 (雨ー・)

5 時土~t、品;の開制巳あり、ほぽ正方形であるが、よれは凪慢しているためで、 17号が18号より新

し札、.拡庇は闘に約100m円ゆるやかな段があり、

17号円前墜と埼えられるものである.17匂の岨;

口部はl印刷X約115ernで、変形的だが附円形を

hきする.J圭軸方向は1'189・Wである.18時の拡口

部は155倒 X約75酬で、熊九長方鮮をど母ずるもの

で晶ろう。長雨"方向はN89・Wである。坦i土4・か

ら晩期および後JUIの土紛1十が出土して、ι.

{割nS6歯 1-2) 

事. -

誘活'2J 17・8号 ・土総事 (北-l

自 然 馳土 A 
1 : .配網島色土
3 :.. .f，、俊ず'"1).11地入ペ「る補e.土

l 網島e:士
2 駒網島色L
3 : j‘網島色 k

寸三三三

;j¥;!9図 1 7 ・ 18号 土也~

- 14 -

1 :泌色1
2 網島総色十
J : -.:偽色..曾~



19号土拡墓

調査区南西壁際にあり、 18号土拡墓に接し、西側は西に広がる土拡により切られている。拡口部

は130cmX約70cmで、小半IJ形を皐し、長車rIi方向はN6TWで、 j広誌はゆるやかな鍋底状である。出土造物

はな L、。

第40閏 19号土t広慕(南→)

// 

0 50 cm  

図 19号土拡塞

20号土拡墓

調査区南西端、19号の南側にあり、拡口部127cmX55cmで、最もしっかりした隅丸長方形を呈し、長

軸方向はNll0
0

Wである。 J広底はほぼ平担で、出土遺物はな L、。

1 賀補色二1:: 一 円

2 :附褐色土~二
3 :黄色f.11j 二l~ 0 ・ r

- 4 潟色:L

050CIn 

第43図 20号土I広墓

土拡

A地区の土拡は 4基確認、された0

1号土地

6 B 2グリッド内にあり、 80cmX約40cmの変形の土拡で、注口土器(注口部)、土器片等が数点

目I土している。

に
d



2号土拡

調査区、沢の北側 8C3グリッド内にあり、70cmX60cmの楕円形で、土器片が数点出土している。

3号土拡は16号二U広墓と重複しているもの

4号土拡は19号土i広墓と重複してし、るものである。

義jJ
第44の2図

第45図 2号土拡

第44の1図 1号土拡 05Oc m  

出土遺物

A地区の出土造物のほとんどは、集石遺構の範囲にみられる。数点の縄文時代後期の土器片を除

いては、縄文時代晩jtJjの造物で、完形で、出土した土器はほとんどない。特に土器にっし、ては、立章

で記述したように、層序の積極的分け方が出来なかったため、層位による::t.掃の分頚は無理であっ

Tこ口 の出土量が多いのが注目される。整理作業は現在も続行中で、短期間による分類

や整埋作業で 1-分なものとは言えな L、。

土器

前述したように、層位的な問題はあるが、 (遺跡の性格によるものであろう)ーィι、 2膚、 3層

を中心に出土した土訟を類別した。

I類土器(第46医11、10 第471玄11~23) 

掠形は、深鉢形土器、台付鉢形二i二器、浅鉢形土器、査形土器、注 I~] 土器がある。 I二i 縁部、頚r'Hiを

中心に入組文、三叉文が施されているもので第47図 1、 3、 5、 6、10、11、15は粗製鉢形、台付

鉢形士出である。第47図19の浅鉢形、 21の査Jlヲ土日誌は内外面にベニガラが浩布されている。第46区i

lは 61自の突起があり、口頭部に三文;1犬入組文が随され、二本の沈線と羽;lk*1日文のある鉢形 i二部で、

10は精製で!底部が欠損していると七日てi二慌である。

E類土器(第461~ど12 ， 5 ， 8 、 11 第471ヌ124~37 第48図 1~21) 

立:Hr~は、台付金利f~ 士一日誌、浅鉢形土問、出口土;ゃなどがある。 口頭部を中心に羊街;伏文が主体的に

施文され、のの字状丈、 K字状文のものもある。台付鉢形ごi二加の口縁、日同庁[iの内外面には煤状炭化

円。



8 

1・10.第 2層
2 ・ 3 ・ 5~7 ・ 9. 第 3
4.第 5層

8.第 6層

11.集石内

第46図 A地区出土土器

17 -



V 10 

14 

16 

22 
23 

24 震饗趨
è~?;':' 27 28 

円

37 
1 ~ 9.第 2層 23. 6 J習
10~21. 5H 3 層 24~37.第 2層
22. 第 5J脅 。

A地区出土土器

- 18-
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物が付着しているものが多い。第46図 2の鉢形土器は底部と胴部の一部を欠くがほぼ完形で、口唇

古1)のーヶ所に波状突起をもち、口縁部に羊歯状文、胴部はK字状文を浮彫手法により表現し、底部

には四足がつくもので、内外面全体にベニプjラを塗布しである。 5は小突起の波状口縁をもち、頭

部に羊歯;伏文、胴部はLRの縄文が施される台付鉢形土器である。 8は小形の血形土器である。

器類土器(第461玄14 第48図22~30 第49区11~40) 

~打診は、深鉢形土器、台付鉢形土出、浅鉢形土器、注口土器、査形土号号、皿形土器などがある。

1=1 縁ffI~に連続突起をもつもの、 1I 頚古1;は芋南;伏文の辺化したJl予の刻 fl を施すもの、胴部にかけ雲形

文、X字状文、大腿骨文などが磨出純文の手法により施文される。第49区19、10のように波状口縁で

í2:9~五本の平行沈線開を二~三段の連続事iJ突文のある台付鉢形土 ëtH= などがある。

N類土器(第46区13、6、7、9 第49悶25~27 第50[叉11~16) 

器形は、深鉢形二日号、台H鉢形j二百号、浅鉢形土器などがある。口縁;'4fjに二1[昌一一立すの小突起をもつ

もの、口頭部はこ~三条の平行沈線がめぐるものが多い。胸部は組文の施文が主で、形文、 X字

;伏文もみられる。第46図 3は小形の鉢形土訟で、口唇自1;に二:.1IEu-対の小突起をもち、口縁部に二条

の平行沈線がめぐり、全面が磨かれ、内外国にベニカラが塗布されてし、る。 6は高杯で、全体のさ

程度の岐片を区i上復j亡したもので、口唇部に突起がめく、、り、 1::1縁部内側に一条、外側に二条、台r:fl;

付根、台古1)に平行沈線があり、胴部、台部に LRの純文が施されている。アは六~七条の平行沈線

が口縁、服部にめぐり、沈線開に二個一対の癌がある台付鉢形土器で、ある。 9、第50図 5は、口縁

部にニ条の平行沈線がめくる浅鉢形土器で、し、ずれも内外回全体にベニブjヲが治不Ijされてし、る。

V類土器(第50図 17~26、第51図 1 ~34、第52図 1 ~ 5) 

23形は、台付鉢JF~ 1:器、浅鉢形土三位、奇形士ifEがある。平行なj光線を基本とし、工字文を施文す

るもので、 11居日Ijに刻日を v入れたもの、頭f'iljに連続束iJ突文のあるものなどで、流水文状に工字文が

配される。第51凶 6、 8、10のような鉢に比較的大きい突起(形状はいろいろある)をもつもの(煤

状炭化物が付若 Lている)、第52図 4の肩の長る大形の査;形土1J;J(内庁Ijの口頭部、外面にベニガラ

塗布)などがある。第50図25、第51図27はL、ずれも台付鉢形土問で、 rl縁部内側に一条の沈線があ

り、!二l紋に二条の平行沈線をめぐらし、沈線を小崎状の突起で-[;;(切り、下に矢印状の沈線文のある

V績の中では新しし、と忠、われるものや、第511現34の査形土器の宿泊:と考えられ、平行沈線開に幾何

学的表現をする CVI類に属するものとも考えられる)ものなどがあり、この類の土器は比較的多い。

1江類土器(第51悶 6) 

VI類土保として分けたのはこのこと7t:~だけで、台付鉢形土器の 1::1縁古1) で、口縁 ;éflj に山形突起があり、

一条の平行沈線がめぐり、上部沈線に二つの粘土粒(癌)がつけられ、そこから斜線が施され、下

の三条めぐり平行沈線の中の沈線にも二つの粘土粒(庸)がつき、くり返される表現のものである。

- 21 -
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VlI類二七器 (第521現 7~31) 

手lL製の i二出で、深鉢形土器、台H鉢形::1::.出である。 111吾郎が波状のもの、突起がつくもの、 JJと序

するもの、角liJ{:1犬、:JUIJ(:状、炎llfitたにIxjJljされる。 mr，jHljは縄文が施されるものが主体であるが、 17

20、第53図 5のようにカゐき [1条痕文が横位するもの、 10、弘、 25、26、27の網目燃糸文の土器がある。

咽類土器(第55~文1 1 ~ 4 第56間 1~2

第55図 1 は~]紋 m~に竹管状工具で刺突文

を有ーするもの、 2はコブ付!二時で、刻 Hの部

分につけられている。 3は深鉢形土問の n

縁古1)で、先の和I¥，、依状工具で京IJ突した二条

寝静U7T百戸主宅 日開221IS4
v 顎~T 1 U 口二三袖牝'.!7.::.. ~，斗 け で趨~~払川

~ i: :突き長!?もH 想翠 u山一一一ハ 川川 村長h尽長~~'パ 1 ・ 2. 第 3 層
パ utrJiii以.~ !j 3. 第 5層
μ 4. 第 2J欝

2 第55図 A地区出土土器
05c m  

宮鳥羽 電 0; ; 可

の亥Ijrニi帯を間隔をおいて施文し、その間に入組帯状文を表現して .:i !ゲ ~η~~;~ (斤y 
E巧E勾?刊i1;'た'ん「'「つ;
4五Lイ~1'l\'、j げ i汁l'コ-パ

L、る O 縄文tは主 RLでで、ある o ~~メけ £翠艶 什
可誕百)! 日 ~~~::.;:~定lj I ~ 

その他の土器(第54図 1~16) 日 '刊 号三日 21)

」一一一一」
1~6 は小形の土 ëtF}類で 2 、 3 、 4 はっくりの悪い盃状土器で

第56図 18号土拡墓出土土器

ある。 7~14は査形土器で 7 ~10は器全体が磨カイ1光沢のあるもので、1l~14は大形査で胎土は良

くな L、。

土製品(第57図 1~6 、図版20)

1~6 は土偶または破損部である。 1 は中空の遮光器土偶で後頭部、両腕脚が欠損している。口

とへそは刺突で表現され、沈刻部にはベニガラを塗布している。 2は脚部で、胴部へつく部分にア

スブアルトの付着がみられる。 3 は中空の土偶て.'liJ~ 部、両!抑制が欠損してし、る。乳部、下腹部(へ

そ)がfidE上るもので、沈刻線文のあるJjj日1)は長L、。 4、 5は小形の土偶で、胎土は砂を多く含む簡素

なもので、 4は顔庁1)の表現もないものである。 6はこi二偶の胸部と忠、われるものである。図版20は円

板状土製hillで、土保片を利用したもので筏約 3cm~5. 5cmほどの大きさである。

2 3 

ーに二ミ 。 5 cm 

4 

第57図 A 地区出土土製品
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器

石鍛(第58図 1~56) 

有茎の石嫉が大部分を占め、 14、54の黒磁石製のほかは硬質頁岩製である。茎部にアスフアルト

の付着がみられるものが 9点出土している。

石錐(第59区11~13) 

3タイプの石錐があり、 fa質頁岩製である。

石匙(第59図14~28 第60図 1 ~15) 

横型のものが大部分で、第59図15、第60図 4のチャート製のほかは硬質頁岩製である。つまみi刊

にアスフアルトの付着がみらJlるものが l点出土している。

ヘラ状石器(第60図16~20 第61関 1~ 3) 

般質頁岩製のものである。この遺跡出土のものは 4タイフJこ分けーられる。簡単に説明すると、両

端を切断した比較的大形のもの A、一端に調整を加え(スクレイパー状に作る)、中形のもの B、

二等辺三角形を呈し、ノト形および中形のもの C、やや細身で両端が丸くなり中形のもの Dである。

特に第61図 3の Dタイプの石器に(図の左側)アスフアルトの付着が両面に見られ、左側の剥離屈は

鋭くツヤがなく、逆に右側はツヤがあり、刃部は刃こぼれが著しいものである。これらへヲ ;1犬石器

と呼ばれるものは、左右両面が剥離されるもので、鋸としての機能が考えられる。出土数が少ない

ので詳述はできなかった。

檎先状荷器(第61図 4~16) 

硬質頁岩製のものである。

削器(第61図17)

石垣質頁岩製で石綜背面に剥j年;fí~調整がある。

異形石器(第61図 18~20)

し、ずれも硬質頁岩製である。 19は握りと思われる部分があり刃つぶしを施こし、矢印の部分の!替

減が著しく、高支石または磨石に分類されるものかもしれな L、。

四石(第62図 1~20 第63悶 1 ~20 第641盟 1 ~19 第65図 1 ~15 第661~ 1 ~15) 

第671盟 1~19 第68図 1 ~13) 

出土石器の中では最も数が多く、大小さまざまである。片面、両国に 1~3 の凹をもつものなど

があり、石質は安山岩製が多く、凝灰岩、花嗣官、閃線岩製のものもある。

高長石・磨石(第68図 14~21)

安山岩、凝灰岩、花信jftt、血!質頁岩製のもので部分的に全体的に磨滅している。 19の磨石には全

面にベニガラの塗布がみられ、両面中央部の僚痕の部分はなく、ベニカ・ラが惰円形になり良く残っ

ている。

- 28 
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第62図 A 地区出土石器凹石
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o 5 cm 

図 A 地区

磨製石斧(写~691立11 ~18) 

砂目、凝灰白、扮行製のもので、ほぼ完形のものは 1、 2、

9~1lである。

独鈷お ( 第691玄119) 

で半分以 j二は欠担している。法と稜の間にアス

ブアルトの付着がみられる。

石剣(第69図20~32)

24の緑色凝灰岩製のほかは灰色の粘版科製で、全て欠損し、表面に出痕がみられる。

石棒(第69図33~47)

おii25製のものが多く、ーi三円状に害Ijれてし、たり、し、ずれも欠顕してし、るものばかりである。 33は結

品片岩製で頭部に刻線がある。 34は流紋行製で頭部全体が火を受けーたようで、黒っぽく多少軟かく

なっている。

石皿(第69区148) 

i疑)ゾ担のもので、 )~/í:l; 分が欠 H=\ してし、る。

器 製 品 ( 第70凶 1~15 第711え11 ~ 4) 

l は緑色凝民主製で、本ミは隣室~ri斧であったと !ltl わ;fl るものであるが、イ i 斧のケミJ員校、側 i古i お

よび銭 I:í:lj に叫総を 1~2 条入れたものである。 m途は不明である。 2 は環状子i製 111111 で半分ほど欠損

している。 3は示!日長い河原石を利用したもので、半分ほどにベニカラの{、ら，れているのかも

しれなしリヵ;λ ら，{Lる。 4は 河 原 を ' 利 用 し たタン状の石製Jilllで二つの穴はどちらも注11=1まで穿

つにある。第701な14~15、第711豆11 ~ 4 は円 1:)>i状 rií~~lllilで、行政は安 ILI製である。( 9は長y;ー)
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2.8地底

調査国積 600m
2 

校舎の東から北東側に沢が入り込んでいる。この沢は丹土沢と呼ばれ、成分は不明だが赤色の土

される所であるらしし、。この沢より約35m西側の地域が調査区である。この調査は校舎のあ

る台地と比高が約 5---:-10mほどあり、南東に緩傾斜してし、る所である。発見された遺構は土拡墓&

で調査区西の林の中に広がると考えられる。

土 土 産 纂

1号土士広喜

調査i去の最も北にあり、

1広口古I~は 147cm X77cmで、

小手IJJ肢を呈し、長制l方向は

Nrwで、拡底中央部より西

と[!rgにベニカラの散布がみ

られた。 出土造物はな L、。

1 炭化物・褐色士粒が混入し、

汚れた11音声ミ褐色土

2 炭化物が混入する附黄褐色土

2号土土底墓

調査区北の 1号の南側にあり、 i広1:1t'f!)は 143cmX63cm

で、長い小i=il形を呈し、長lf!dl方向はN77"Wである。土L広

を確認した時からベニガ、ラがみられ、その範聞は40cmX

50cm で、L)l~底まで厚く散布していた。出土遺物はない。

1 炭化物が混入し、黄色味のある瓶111¥.潟色士

2 炭化物・黒色土フρ ロックが混入し、黄色l沫のあるIlJ'1褐色土

日:炭化物が混入する阪11良質潟色てi二

4 炭化物が混入するlIì~褐色土

5 炭化物が少々混入する 11古賀褐色土

6 :炭化物が混入する 11計資潟色土

- 43-

1号土I広慕

3号ニと墳墓

2号の東{別にあり、J:1よ仁1，，'fIjは 145cmX

65cmで、ほぼ隅丸長方形を呈し、長Il!ill方

向はN90
0

Wである。J広底はゆるやかな鍋

!氏状で比Ili支1'1'')訪れ、ものである。出-C.;fl物

はないoi
3 
4 
5 
6 



第75図 2号土拡墓

050cm  

第77図 3号土t広墓

/ 

/ 

11 C，I)crn 

第79図 4・42号土士広墓

- 44-

第76図 3号土1広慕(南一+)

第78図 4号土拡墓出土土器

4号土拡墓

42号土~広墓と重復し、 4 号の方が新し L 、o

i広口部は180cmX73cmで、長し、ノj、半Ij形を呈し、

長車fil方向はN88
0

Wである。西側の埋土にベニ

ガラの散布がみられJ広底に接し、 2個体の深

鉢形土器と土器片(胴部)が検出された。深鉢

形土器はし、ずれも組製で日縁部を欠いでし、る。

1 .;黒褐色土
2 :炭化物・ローム粒子が混入する極給褐色土
3 :炭化物・ロームブロックが混入する11お褐色土
4 炭化物・ローム粒子が浪人する11青黄褐色土
5 :炭化物・ローム粒子が混入する1Il'i-:r品色土



6 :炭化物・ローム粒子が混入する綴1li1黄梅色イ二 7 炭化物・ローム粒子が混入する陪黄色士 8:炭化物が混入し、少々似し、級IIt~潟色J二

5号土壇募

調査区中央部にあり、 6号

と重複している。 J)よ口 ~I~ は約

120cmX71cmで¥小手IJ形を呈す

ると思オつれる。長ilirlJ方i討はN

l080 Wである。西側のベニガ

ラ l ヱニ!二日:1îr~~忍の rn子からみられ

たものでI広!底ではみられなか

った。 出土泣物はな L、。

6
7
8
9
 

5号土場事

5号と重複し、 5号より mTしL、。

i広11t'fl~ は 140cmX70cmで\ノj 、 '!=U 7ì1

の変形を呈し、長q1rh方向はN60
0

Wである。]束、北旦を'寄りカ込ら小三i三

が 4{固検出された。いずれも線色

凝!央官製のものである。

1 炭化物・ローム粒子が混入するlI(j~~}l 出色上

2 炭化物・ローム粒子が似し、やや夜色味のあ

る111¥政治色-1二

:3炭化物ーローム粒子が混入し、喜ミ巴f);f(が強1¥，、

11i)黄色 i
4 ロームフロソグ

5 炭化物・ローム粒子が混入し、阪!くしまり、

やや資色味の~ili \.、 11自治'lff~色こ

6 :炭化物・lIi1煎褐色土が少々認められる。ロ

ムフロソケ

/ 

。 50cm

図 5・6

⑬⑥  @ ⑥ 
江口 江D ∞ 25=lG 

6号土拡墓出土小玉

7号土土産暮

調査i又中央/í'I~ にあり、 35 号、 37 号、 57 号土~広墓と重複する。 1)よ r::l t'fl~ 

は195cmX約80cmで、長いづ、判形を皇し、長iliriI方向はNIOO
O

Wである。深

さはことj広確認面から約40cmを測る。新|日の関係は35一-+7号→37号である。

出土泣物はない。

1 炭化物・虫色1:粒 f竹:出人し、 iIJ;ILtこlI(jJ!i't間色土 4 炭化物が泌人する1I(1j!l'1尚色 i二

2 :炭化物・ローム粒子が泌入する11似奇術色土 5 : 11<化物が出入し、 l回くしまっており、 1Il色i外ミのあるIlt)出色 l二

:3 :炭化物が泌入し、 tl~色 l沫の強L 、 IIf\~i~f品色一|二

5
 

4
 



8号土士広墓

調査[K北東にあり、 1広口 r'ts

は 180cmX80cmで、 二長しリJ'=1~ 1j 

形を呈し、長軌方向はN54
0

W

である。J:)Zf.氏は平坦で北西に

30cmX40cmのベニガラの散布

がみられた。出土遺物はな L、。

1 比較的柔かい黒褐色ニl::

2 炭化物が混入している汚れた111甘え褐色ゴ二

3 炭化物・ローム粒子が浪人する黄色粒土

4 炭化物が混入する n(~寅褐色土
5 炭化物・ローム粒子が混入する黄色粘土

6 炭化物が混入し、 i民くしまっている茨掲色土

9号土壇墓

8号の南西にあり、 i広口部は 147cmX78

cmで、小判形を呈し、長軸方向はN51
0

Wで

ある。出土遺物はない。

1 炭化物・ローム粒子が混入する 11長賞褐色土

2 炭化物が混入L、汚れた黄褐色J:
3 :炭化物が混入する極11告褐色土

4 炭化物・ローム粒子が多く混入する Jn~]道徳色土
5 炭化物・ローム粒子が混入する 11貴重ミ褐色土

6 :炭化物が混入するIIhi褐色土

7 炭化物が混入し、黄色味のある 11計局色 ~j二
8 炭化物が混入する黄褐色土

8 
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050cm  

9号土拡墓



10号土塊纂

4 A 1、4B 1、4A2クリ

ッドは重復する土1J2~築の多し、所

で、この10号もその中にある。

りよ口吊)(-土 160cmX 80cm-で、 tまど

ノト判7診を皇し、長llilII):iI白はN650

Wである。擦はほぼ直立し、深

さは35cmほどである。 57号と重複し、 56号、 60号と綾する。 57号より新しい。 /:H土造物はない。

1 炭化物が混入し、少々 (i!g¥，、I!fj黄色土

2 炭化物が混入し、少々協色I床のある

11音黄色

3 炭化物が混入し、少々汚れた黄色士

11号土法慕

10号の東側にあり、 61号と重

複し、 i広1=1部は 140cmX70cmで、

変形の小判形を呈し、 61号によ

り切られている。長軸方向はN

8rwである。出土造物はない。

1 炭化物・ローム粒子が混入し、汚れた

11古賀f};;，色土

2 炭化物が混入し、少々聞くしまってい

る11(¥黄色1-.

3 : id<化物が混人する11(1ず{悩色-L

12号土拡纂

14号、 39号と重複し、 112;口

ifljは約 165cmX82cmで、 151品丸

長方形を主}-cjると忠、オつれる。

長Jlifll方向はN760 Wである。と

lJl~ ぽi:iit(fIi より 40cmの深さでUよ

!氏は平坦である。新!日関係は

39号→12弓ー→14号のJfluに古い。

出土j立物はない。

第161回

1 炭化物・ロ ム粒子が多く混入し、汚れ

のある 11斉黄褐色土

2 炭化物・口ーム粒子が混入し、 1ぢJ1のあ

るH青葉潟色土

3 炭化物・ローム粒子が混入するllii鼓褐色土

4 炭化物が混入する極陥黄潟色土

5 炭化物・ローム粒子・黒色土粒子が混入

する|協賛潟色二L

(j 2府と閉じ

7 :炭化物が混入するIl()-~奇潟色一上
8 :炭化物が混入し、黄色味の強II、11(1茂潟色

9 :炭化物が混入し、 @iくしまってし、る11(1鼓
褐色土

第160図 第88図 11号土拡墓 (北→)

1 炭化物、黒色土が混入するrlJ

れたH青黄;flJ色土

2 :黒色土、黄褐色土庁、混る。

.:> .炭化物が混入する黄溺色二l二

4 :炭化物が混入するI!fSjjh'i'潟色土

5 :炭化物が混入するi情黄色土

6 :炭化物が混入し、使くしまっ

ている組111日夜潟色土

12号土拡墓(南→)

門

i4
 



13号土場事

58号と重複し、 1;1:n 庁I~ は 115cm

X68cmで、楕円形を呈し、長il!flJ方

i討はN82
0

Wである。1広底はほぼ平

らで出ごj二j立物l主な L、。

1 : ì0!.化学3がiJ~ 人 L 、 ì']J lた槌色 1:.

2 炭化物が混入する II1"i11'{色土

ρ:化物・ローム粒子が止芸人ずる !iflilll'7き色

4 化物カイ4人するけ色!

14号土拡慕

12号と重複し、 12ザより i:lj¥; 11.t (] /;:1 ~ f抗告}140cmX67cmで、長し、小判形を皇し、長flIfJ，方向は N700

Wである。 112~1氏は平担で 1+1 J~.泣物はな L 、。

1 炭化物が混入するlI(í]i~fめ色土 炭化物・ローム粒子が混入するj.'i'tffj色 3 炭化物が混入する似|治め色士

15号土境基

調査区中央部にあり、 Uよ

i二l部は 112cmX68cmで、 i脊

円形を呈し、長I1irb方向はN

151
0

Wである。出土泣物は

ts:_し、。

1 炭化物が混入し、少々す[色味のある

nf!f褐色←i二
2 前色i二

。

可品目ベ同2:::::::::宇品。-:.::;z:!.r

1 炭化物が混入し、少々使L、ni1黄色二1::

2 炭化物が混入し、少々褐色味のある IIl'i黄色士

3 炭化物が混入し、少を汚れた黄色土

図 i5号土i広墓

16号土壇墓

調長!万二1=1央部東側にあり、 1)1~ 口 i;:I~ v土80cmX55cmで、隅九

万f肢を果し、長ijIrl1:方向は168
0Wである。 i士i土遺物はない。

第93図 1

- 48 
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17号土壇基

調背広:南東、道路際にあり、 i広口部は 120cmX47cmて¥

長いli，出丸方形を呈し、長制i方向はN70
0

Wである。この土法

慕のある所はゆるやかに南東へ傾斜している。

1 炭化物・ローム粒子が混入し、汚れた11訂計局色土

2 炭化物が混入し、少々硬くしまっている lli~黄色土

3 炭化物が混入する!出黄潟色ニ1::

18号土士広喜

調査l疋中央市住Ijにあり、 41号と重複している。この土i広

のある辺から地形は{告に傾斜し、 J深層が露出している場所

である。埋土、 i広底の[柴は前述

のものである。 18号は41号より

古く、 i広1=1iflj，主150cmX73cmで¥

小判形を呈し、長軌方向はN165
0

Wである。出土j立物はなし、。

1 炭化物・ローム粒子がd4入する1111黄体j色土

2 やや黄色味の強(l、11i'i政潟色土

3 炭化物が混入する1Iì\~実持J色 L

4 炭化物が混入し、ややf売っ{まL、lIiHf.l色 1-:

19号土士広墓

第98図 18号・41

050cm  

第97図 1

(南→)

調査i疋中央間にあり、J:JLf:J Ii:ljは160cmX70cmで、偶丸長方形を皇し、長車111方向はN89
0

Wである。

出土造物はな L、。

1 炭化物が混入する|的合計め色て1-. 2 :炭化物が混入し、 Ni土っぽいIli'1黄色士 3 黄色粘土

49 -



第99図 18・41号土拡墓

101図 19号土拡慕(北→)

103図 (南→)

- 50 

02図

20号土土広墓

調在lベ中央I'li、19けのl討にあり、

1)1; 11 /i:l;は 146cmX72cmで、 小'/:Jjfl予を

L、J二三l!i[!1プjI(司v:l:N9TWである。lJl.、

底は、ド1-1'1.である。J:m二i二より m製深鉢

ff; L出の 11主主点目 (R L科目丈j 、{i J¥ 

が 1点 11¥I二している。

1 炭化物・口一ム粒子・黒色 I:N(がM人する jifii

lI i~ 哉同色 1:

炭化物・ロームj'iJ::fカゐ出入するIIi'i.ti:t弘J立， 1:

I)'<化物ヵ、出入する 11i'¥!!i'i色 1:

4 炭化物が出入するわuim¥鼓潟色

第104図



21号土士広慕

20号の東側にあり、 i広口 rm

t土 155cm>く80cmで¥ ほ ~S正イ，'1:リ

形を呈し、長ijIrh方向はN800

W

である。西にベニプjラの散布

がみられた。出土遺物はない。

1 炭化物・ローム粒子が多く混入する黒褐

色オ二

2 :]i!l縞色ご|二

3 炭化物・黒色土が混入する 11自総色土

4 炭化物が混入するIlí~黄色土

5 炭化物が混人する 11斉寅褐色土

6 炭化物が混入し、渇色味の強L、i倍褐色土

7 炭化物が混入する販路黄褐色一上

22号土法墓

23号と重渡し、 23号より古い。!広口一部は145

cmX76cmで、偶丸長方形を皇し、長車111方向は

N1180 Wである。出土遺物はない。

23号土拡纂

22号を切ってつくられている。砿口部は168

cmX82cmで、隅丸長方形を呈し、長鞘11方向は

N930 Wである。 出土j立物はな L、。

1 炭化物・ローム粒子が

混入し、黄色味のある

IIt)潟色土

2 炭化物・口一ム粒が従

入するrH'iJli'lils色土

3 炭化物・ロームブロヅク

が混入寸る1I1''i黄潟色!~

4 : D{1ヒ物・灰色オ:が混入

する 111'1黄色土

5 炭化物が混入し、灰色

味のある|治資色土

6 炭化物が混入する 11計鼓

!災尚色土

7 ローム粒子が混入する黒色-1:

黒色土

8 炭化物が混入する黄灰

筒色てl~

9 炭化物・ローム粒子・

灰色が混入するlIi¥黄

色 i二

第105 21号土I広墓(南→)

05Qcm  

第106図 21号土I広墓

050cm  

第107図・

に
U



底部であるが和製深鉢形 (RL 

縄文)で、非常にもろく、復活

が出来なし、程である。この土器

とともに大洞 BC式のもパ、H初日

ごとi，iH精製)の口縁lì'fI~が検 IJ\ された。

1 炭化物・少々ローム粒子が混入 L、やや

黄色味のあるllifff品色土

2 炭化物が混入するm褐色土

3 炭化物・ローム粒:了が混入 L、黄色味の

ある|陥硲色土

4 炭化物・ローム粒子が混入する黒潟色土

5 炭化物が混入し、 i政くしまっているi出演

褐色こし

第110図 24号土拡墓出土土器

25号土拡墓

24 号の .ßt~にあり、 27号と重複している o

i広口部は約 130crnX 55crnで¥小'l:'iJ形を呈

し、長ijlr]j方向はN70
0

Wである。出土遺物

はな L、。 第111図

1 炭化物が混入する Ili".褐色土 2 炭化物が混入する11荷積潟色 t

26号土土広墓

24号土拡慕

22 、 23号の間にあり、~広

口部は 178crn X 83crnで、ほ

ぼ隅丸長方形を呈し、長ili[]j

方向 はN80
0

日/である。拡 底

匹iにベニガラの散布がみら

れた。東側J)l~壁近くに土間

カ司会出さ JLtこ。二i二f:iH 土日[， ~J " 

調査区南西のゆるやかな傾斜面にあり、 l)Z口Ifl)は170crnX 11 7 crnで、比較的大きい楕円形を52し、

長Itirl!方向はN112
0

Wである。造物は土22片(粗製)が出土している。

- 52 



1 炭化物・ローム粒子が混入し、

やや黄色lI;jミのある11古褐色土

2 炭化物が混入するnI'i黄色土

3 炭化物が混入する!治資褐色

4 炭化物・ローム粒子が混入し、

渋色味のあるn完備色土

5 ロームブロック

27帯土地墓

25号と重複し、 25号よ

1)来fTしし、。 1広仁1{;:[jは 140

cmX70cmで、小'1=1日f少を呈し、長事Ih方向はN200 Wで、ある。 LH土遺物はない。
1 炭化物・黒色土が混入し、汚:hたte{溺色土 3 炭化物が混入する黒褐色てと

2 :炭化物が混入するIli'f黄梅色ト 4 炭化物が混入する級11売禁潟色ゴ二

第114図

第115図

く〉
CコE'o
)白

旬 。

- 53-

113図 26号土拡慕(南→)

?501m 



11 「m

第116[2] 25号・ 27号土拡墓

第118図 (南→)

28号土土産墓

27号のi持東にあり、 J1L:口tflj

は95cmX67cmで、変形の隅九

方形を呈し、長ililllガi与はN1l8 0 

Wである。出土造物はない。

1 炭化物・ローム粒子が混入するi的資掲

色土

2 炭化物が混入し、色味の強いllii政筒

色土

戸

一~ャ一一一干~控iliL
¥.2ハ¥1 iこ二〉九一つトー一一

'¥...._{ '"ム一一一一 LSY 
波乱 v 

(木の恨による)

第11図 28号土I広墓

29号土壇墓

調査区南問、 26号の南にあ

り、 i広口百Ijは97cmX38cmで、

出rn長し、小判形を皇し、長ijirh方

向はN850 Wである。南I広口部に木の根が入り込んでいた。出土遺物はない。

1 炭化物が混入し、黄色二l-.と黒褐色土が混 1)、ぼそぼそである

2 炭化物・大粒のロームが混入する黒潟色土

第119図 29号土法墓(南→) 120図

54 -



30号土壇事

29ぢ円前にあり、傾斜

由てある。 j且ロ吊:は 136

醐 X78酬で.世似IJI広君主は

λ〈なるが、;高札長}ilfj

巳分間ιι。長軸M・'lIJ.

N75・W -r:cある .~t~qlJ・ら

小 J.n、1f園出士した，緑

色候眠れ恨のものてある.(I!H二土

"旬健佐・b~.Jf A.1. 9i.色 ..、黒色t
Z :I!化情 ・AHめ銅 ふ偽e記入する鰻伶 k

ぷ.制時(t.，e'!R:A.-tゐ的-"色 l
， ，風化物かaI.人 I ~色味~I眠、1(，1IílI色 L

5 ・J.，~h.. ・ムh~ðtA. td略色合

" ''''''''1ろれのある鈍色l

31骨主筆墓

初旬の刷出品。、市曲に同制 L、捜附~i~;ニ ー

っ<v.> れてしるため耐側が湾、 .~J!~円部は140

醐 X7伽聞で‘同九段ヲJ申告cf:J I .峰崎Ii向、a

N92・WてあるJι型[.1'lit.::.300・X17酬の百がh

Lわる 出上j置物はな， '0 

lCi'i lll./J・Hlt_ LてL‘る.

第I~I図お号土4:婁{曹司j

@
回一

h 

事1220 30号
土lS草山土小玉

。 首誕"

L一一」ーーー」

第123&1 担号土拡塾

1:‘..，陣色 1 "訓「鈍色 J 3: J.iJ‘"'I!:Iっ

A 

第12<図 31号上略唾(耐-)

L→ ニア

言語125図 31号土地基
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126図 32号土地墓

32号土壇纂

31号の南にあり、南部に最も傾斜し、操層部に

つくられ南側が深L、。 1広口部は 155cmX92cmで¥

ほぼ隅丸長方形を呈し、長市III方向はN970 Wである。

土拡確認、面からの深さは中央部で'40cmを測る。中

央西寄りにベニカラの散布がみられた。北壁近く

に補修孔をもっ深鉢形土器(組製)が検出された。

1 炭化物が混入する黒褐色土

2 炭化物が混入するi陪黄褐色土

3 :炭化物・ロ ム粒子が混入する 11お褐色土

4 炭化物・ローム粒子が混入する綴Il奇褐色士:

5 炭化物が混入し、黒色土がブロヅゲ状に入る黒沼色 K

6 :炭化物・小石粒が多く混入する 11自黄色土

7 炭化物・小石粒が多く混入する|陥黄褐色士

←、、不〉戸
第129図

- 56-
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第127図 32号土拡墓

墓

図

域

お

土

ん

炉

問

3号の南東にあり、 i広口tmは 185cm

X82cmで、長いほぼ小半Ij形を呈し、長

1M]方向はN54
0

Wである。.1:.広底は平坦で

ある。出土造物はない。

1 炭化物・ローム粒子が混入する黒潟色土

2 炭化物・ローム粒子が混入するIl自賛褐色土

3 炭化物が混入する 11自黄色土

4 炭化物が混入するlI1'i皆褐色土



調主jメ:北東にあり、 i広

小 'foljJ肢を呈し、

口 {ff~は 125cmX63cmで、

はN60 Wである。1:)1:!氏は

33号土拡慕130図
正jL-t旦で、/::1-:¥士造物はな L、。

J;):f.化物が混入し、汚れた!Hi潟色土 3:ロームブロック

炭化物が混入する主主褐色土 4 炭化物が混入するIll'i黄褐色オ:
1 

2 

34号土拡墓第132図34号土拡慕(西→)

判形を呈し、長lprIl方向はN67
0

Wで

~広口 l'f!i は 147cmX63cmで、長 L 、小

ある。東側にベニ力、ラの散布・がみ

られた。 JJ1;底はゆるやカ通な鍋底状

7号と重複し、 35号が新しL、。

である。出土遺物はな L、

第131図

35号土土広墓

36号土堪纂

調査iメ:北;束、 33'rJ-の東側にある。 J)よ!]tf!iは 130cm

X76cmで、ほほノト'!olj形を出:し、長il1lIl方向はN920

Wで

ガラの散布がみらでべある。同側にがJ15cmの

出 i二泣物はない。

し、 r'Ji I ニlIî~ 黄色 Jこ

れた。J:広底は平坦である。

-品つ
μ
η
J
S
4
r
J
、
ム
U

36号土拡墓(北→)第134図
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¥ 

a- - a 

b- -b' 

一時 C

仮:ヲ有法ト
135図 7号・ 35号・ 37号・

050α1  

第137図 38号土拡墓(北→)

Q
U
 

5
 

136図

37号土拡纂

7号と重複し、 7号によって切

られてし、る o J:)1:仁川~:I\ 、子 i市 Jf~は不

明であるが、 り、 7

号土J:広墓の仁1~1 に入る大きさで、平

岡形は小半Ij形と推定される。長iドrh

方向はほぼN150
0

W前後であろう。

出土遺物はな L、。

38号土拡墓

58号、66号と重複し、拡口 ifliは約

140cmX72cmで、小判形を呈すると

思われる。長!lIlh方向はN590 Wであ

るの広内 F~f東カミら小玉が 1 {l酉検H=¥

さh ば
川

左

L
l

々o
 

t
l
v
 

!日l均{系は58号、66号ーより主Irしし、。

1 ロームフロック

2 炭化物が混入する黄色f:

3 : I災化物・ローム*Ji.h;);i1il人するず{尚

色士

@回目

4 : 3 J~i よりややIVJ る人があ
る

5 炭化物が混人する m'\~J.品
色士

6 :炭化物が混入し、彼!く Lま

る主~\rお色土

7 :炭化物が混入し、ぼそぼ

そなIIr¥資褐色 i二
8 :黄色士



39号土士広墓

12号と重複し、 12号より新しL、。 1広 r~1 部は約 160cmX75cmで、 、ノJ~ 'I~IJ 形を呈し、長!lîrll方

向はN60
0

Wである。 Jほ壁は市東側を除きほぼmir'iに立ち上がる。深さは約40cmで、聞にベニガラの

散布がみられ、ベニカラより下部、中央よりに径約40cmの岸化物の散布がみられた。出土遺物はな

し、。

1 炭化物が混入するIli'i]立褐色… 2:炭化物が混入する煎褐色土 3 炭化物が混入し、硬〈しまっている鼓渇色土

40号土士広纂

調査区中央部(南)にあり、拡

仁It~:li85cm X 65cmで、円形に近い惰

円形を呈し、長q1rll方向はN3TWで

ある。出土泣物はな L、。

1 炭化物が混入するfl;''i黄色土

2 炭化物が混入する|前夜褐色一l二

:3炭化物が混入し、少々孫j色'!;jミのある111'1黄色士

-旬、

℃じjグ

140図 40号土拡墓

第139図 (南→)

41号土士広墓

18号と重複し、 41号が新しい。 1広口部は約 120cmX65cm

で、変形の小判形を呈し、長車IIl方向はN89
0

Wである。 1).&底

は王子らで:、北西側に有茎石簸が 1点検出された。石質は硬

質頁岩て・ある。
1 炭化物が混入し、汚れた感じの黄褐色土

2 炭化物が混入する黄褐色す二

:3炭化物・ローム粒子が混入するflij黄褐色土

4 炭化物が混入し、褐色味が強いH自黄褐色士

42号土士広墓

4 号と重複し、 J)l~ 口白I~は 127cmX約65cm前後で、小判形を呈すると忠われる。長車rlJ

方向はN1230 Wである。土器片 (粗製)が 2点出土している。

43号土士広墓 く〉
s= .¥ 

66号と重複し、調査1;，<:中央部東側にあり、 I広口長1)は約160cmX 130cmで、

六角形になるような平田形を呈し、本遺跡での中では、 51号と同様に大き

第141図

41号土I広墓出土石室族

L、類である。二つ

では不明であった。一つの土拡墓として扱った。土拡確認面からの深さは

第142図

しているのかも知れないが、調査の段階

約50cmで、長軸方向はN72
0

Wである。出土遺物はない。

Q
d
 

に
d



143図 4号.42号土拡慕

料等土まま墓

45号、 68号と重複し、 45号、 68号より新しし、。

土法的;認面では45号、 44号が重なって¥.， ，ることは

確認したが、 67号、 68号は撮り進めた段階で、確認、

れたものである。 1広口却は推定で約 180cmX75

cmほとで、長い小判ff予を呈するものであろう。長

l!fi!l方向はN73
0

Wである。1)1;民はほぼ平らで士ほ;確

認rioからの深さは50cmを測る。 fJl二J::"I立物はなし、。

持号土域墓

44号、号、 68号とむ複し、;広仁1(iliは推定約

cmX80cmで、情円形を呈するものであろう。長rlIllI

方向 はN58
0

Wである。以内中央点目指に勾玉と

それぞれ 1個検出された。 1は緑色凝灰岩、 2は

ヒスイ製である。

め⑨
J
J
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145図 .68号土拡墓
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~ 146f>n J~，号 . .17号土;'i:草{克司

柑骨土埴事

宅
.. \'4斑iバ中山両にあ。，、げり と晶尚 t ‘ l~i ~}/)~lJi l L・.

jZ;:; 11 ;'f:a wo畑 xt.)as削て、品川時十''，1L、h:f1hJJ向
o 5(， .. 

L一ーー」一一」

はN159・Wで品ゐ.. tJ~-b宜特はたも'. ~1 !1 7図 46・17号土芯纂

47骨土紘事

46りにより切られている.t，ふH訓;:t1担)clnX70酬 i前後と忠;hJLるe小判Jtl念日寸るものであゐろ

か。 I金制IJI，{，pょN88・W，tijtd.τあ匂。 IIt1，，;置物はtCL、

暗号土組事E

1 減tι1\>.封入する1t.Y::~時制色土
2 :創i.!.(t.t!rIi'U人 rる快11<鳩色 1
3 :即時t>41人L.f"fI'iれのある請負色合‘ 線化狩n:''''吋Z人ぜ匂，，>'<色 l

5:鋭化めが・4λ-tl>A長M(!I.t 
6 :銀色めがUA， fQ船艇色 t
7 :・ー:.7"0_，，'
8 :成化物h叫会人する的機削除I!:+

到底l付t内に出'J、判j}と市illL、49培よ り新L¥・。)J';tt品;(tli7酬×幻朋τ、小河彬を=t，l、

JHhJi向は}l75・Wて品品。 Jff，l"!;は平坦では1盟も Lっかりしτいる。 I，JJi;;曜，t.:tlfll/).らの記訴さは判明で

ある。紙内中山北側からほぼ定

形的深~-j;M l:滞 日持r，:j21.5cm 

fJ・I:Hl:LJ二.

1:民化物・尚 :.p ft.・<U;..せゐ濃緑i
色，

三:侠itt診ー.. :.，~ f • ，. ムア.，・0・
~<6t^ I"!.鮒失絡E.!

3 :拠ftf'!J-..白血約 (-t.1!:'J.，，-r-4働検制色1
4 ・喫ftl~'-l，1人L.やや."'~ 1.-..1¥的災色!

5 ~~"t拘 J.:....l. 観!-:ゃ~f^ I ・・H 験

州llil場et

;'1148図 <8号土(~幕{司馬-)

-61 -



第149図

¥ 

』

、でよ
、--¥r 一一一一『一一一一一5=一一一一--

第151図 .49号土I広墓

第150図

49号土土広纂

48号によって切られている。

~広仁i 部は約 140cmX70cmで、ほ

ぼ小判形を呈すると思われる。

長車rll方向はN179
0

Wである。ほ;

底は平らで浅い。出土造物はな

し、。

1 炭化物が出入する恐怖色土

2 :黒色か少々混入するlIi1裁対色 L
3 :炭{ヒ物が泌入する/lì''i~計局在d二
4 コームブ口ヅク

5 :炭化物が似人する/lf1黄色上

6 :炭化物が混入し、やや汚れのある黄色 l二

ぐー墓
¥ 48号、 49号の東にあり、拡口

o 50cm 
i I 

- 62-

r~i[~は 170cmX80cmで、変形を呈

し、長軸方向はN38
0

Wである。

出二i二遺物はな L、。

1 炭化物か混入する1It'i'!!I]'灰褐色土
2 :炭化物か混入し、黒色土・ 11ft灰色土・ IIt'i"

黄色土が入り民る

3 :少々汚れのある黄色二|二

4 : IIf'rIli色土

5 : :t'ld: っぽいlIi'i茨灰色土



154図 51号土拡墓(北→)

qo 
po 

153図

51号土境基

調査iベ北側にあり、最も大きい 1二i広

である。二つ重複している可能性もあ

るものである。 1;1~ 1て!却は195cmX 150cm 

で、変形の隅メL方形を呈し、長!lir11方向

はN79
0

Wである。i山氏は平上位で‘i広壁の

立ち上りは良く、土lA6在認rrLIからの深

さは50cmを測る。出土遺物はな L、。

52号土壇墓

調査区中央部にあり

o5Ocm  

1;1; 口 til~ は 145cmX77cm

で、ほぼ小判形を呈し、

長lIIrh方向はN74
0

Wであ

る。 西側にベニガラの

散布がみられた。 1丘:1底

はほぼ平らで1;1~壁は m~

!立に近し、立ち上がりで

ある。出二とj立物はない。

1 炭化物・褐色ことが出入する 11i'¥
古空協色土

2 :炭化物が混入し、 H~fg色土が
部分的に入るIIs黄色土

3 :炭化物・ローム位子が混入す
る11自主計{0色土

4 :炭化物が混入し、少々潟色味
のある1Ii'1黄色土

5 :少々粘土っぽく、やや6れのあ



る.~l6:決化物均視λ 1..丞-tn": ケ崎倫!，_1. 1:候<L 11)，'"令制t引主く，1・色稼のある鋼管貰企上

号車156図 52号土I!l墓{北ー即

日号土法事

h 

~ 1 _¥  11 I 1 ~ _.(ー寸
で~ '¥. Il. f--_j __::.---I • I 
15 ¥-._ームH空、 3 ノ"， 1 
、.... ・._ 工 士一F て一一一ー_"

~ SOj 

第157図 52号土鉱軍事

調査l在中央JI(聞に晶り、 54りと盟主臨し、 61号と療する.I正口部11195<:mX8Ocmで、員、"J、問形を

5置し、長軸方向はN83・Wである.54吋より新L、、 Jf:土遺物はな、'.

1 :炭化.-'M~総入-rl.l!l4ll色t 4 :~~~色内a玉、峨鶴色 l
t:炭化駒 IJ-J. '~ff)・移 <ü人 L、上"，ι"争回μ三崎e-'が人る 5 :P;!食物 ・ 笛-~プ"~".ð~GA.し.. ""'1?tえのある買包4

1111質調島色土 . :縦色"が縄入し， cまのがありやや防ム.).i(、少・尚色昧，0'ら
え:緑化働か浪人し‘司P守備a様の.II.{.t811‘色， ~・Ø'U!. I

S4~土拡事 / 一 ¥ 

53号、 61号、(>'2培、と市街 L、ur.n r:sU:fft;tて約 IIIlct・X73師ドム附円醇を唱す¥ I 

ると!.ttわれる.J毛軸方向は:-173・Wである。!泊分、 61号、 62可に切られてしる. (~錘 ~J 

が l点出土Lて、る. c二コ
1 : I削t・b・“人L 陶色味β唖〈、 Mt1t_'m微調16f!i '1: Dt化物・'..の旬ーI-Q+":dt.λ"主的網島色l _.___ 1 t<'・
2 様化物..-ム給付献する酬色I 5 :押し笠てお" .阻桃川る地上 第158回 一 司-
丸 町抽 ・・-Átl.fó~"，λL 後色株のある峨尚色孟 54号 II且軍出」石銭

S5~争土拡纂

凋id-<:中止民晶り 、同時‘帥りと

司.tJI.L..、 1且Ui却は 107個×約7Ocm.'C'

'1、向R診を唱し、品軸Jヲ向はN42・Wで

ある.出l"rl拘はな弘、

I : i.II (t・i:I~~Jt人.r"、総賄側色 L

2 ;炭化・;..・J.t.'子守".¥.l .町巴..の211'0"0 
制巴十

~ :.1硬化物・tI_ _ ，~ (-1)唱人+るliH町船el

I : ik化・:r.1tλL，使<l.t ，t‘.l&負色え

事一.，.- . ・「ーー噌圃唱 す可由-司国・・M. 

li< 159図 55号・58号・印骨土tl1;藁 Ijt-)
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.61号.62号土t広墓60図 11→…・

56号土壇纂

10 号と長:し、 55 号、 60 号と重複し、J:)l~ 1-1庁1;は143cmX約75cmで、小判形を呈し、長!Iirh方向はN49
0

Wである。出土造物はない。 55号より新しく、 60号より古い。

1 :!H位二!二ブ'ロ y グと11ft潟色 4: 31冒と!日jじであるが、粒のロ ムが入る

2 :炭化物が泌人し、阪くしまっている潟色-士 5 : 41滋と同じであるが、やや黄色味がある

3 :炭化物・ローム粒 f竹;ilt人する11お溺色上 6 :炭化物が混入する11お黄色二i二

- 65 



/ 

一二 J笠i円L

¥ノXで~一、長札 ~ 
一------..L__3___ づ1戸 『

05Ocm  

第161図 1 .56号・

第162図 10号・57号土拡墓(手前57号)(西→)

57号土境基

調査!玄中央部にあり、 7号、 10サと重複

し、 7号、 10号より古い。 砿 i二1ì~li は推定で

約 120cmX65cmで、府円形を呈し、長iドIh方

向はN45
0

Wである。I:il土造物はない。

1 炭化物が泌入し、県!火邑 i二・ローム粒子・ ti~[

色二H事が入り泌じる

2 :炭化物が混人し、やや黄色味のある11高得68:1二
炭化物が混入し、ややilj，れのあるlI(i黄色

4 炭化物が出人するlIi目立件j色二i二
5 :炭化物が混入するIli"iJ1，'f色二i二
6 :炭化物が出入し、やや黄色味のあるlifJ初色

7 :炭化物が混入し、潟色l米の'Jrtil、IliH"lr日色ご!こ

58号土拡墓

13 号、 38号、 64号、 65号と;重複し、 lJL 口 m~は推定で約 160cmX80cmで、隅丸長方形を呈すると思

われる。長軌方向はN79
0

Wである。 lJZ内南{掛から勾玉、小玉が各 1倍検出された。勾玉はヒスイ製

で、小玉は緑色凝灰岩製である。 13号より新しく、 64号、 65号、 38号より古い。

1 炭化物・ローム校了ーが混入するlli"i-故褐色士 4 ぼそぼその11行黄色 iこ
2 :炭化物・ロ ム粒子が混入し、黄色味のあるi治初色:1二 5 : ift~化物が混入し、 i民く、初色味の吸い、|ザ'í'~i'fìiJ色 i二
3 :炭化物が混入し、初色味のある11fT政協邑土 6 :炭化物が泌入し、やや煎色味のあるIIf1潟色j: E⑬ 

ClliJご:

-小玉

円。
£
U
 



164図土拡墓群(北→)

- 67-



1 :炭化物，ローム粒子・ロームアロック

が混入する黒褐色ゴ二

2 :炭化物が混入するIll'!f黄色士

炭化物が混入し、粘性があり、汚れの

ある黄色土

4 :炭化物・ローム粒子が混入する!l)'1Jl!!f褐色ゴ二

日:炭化物・ローム枝子が混入し、やや策特J色l床の

ある黒潟色土

6 :炭化物・ローム粒子が混入し、黄色味のある黒褐色

褐色土

7 :炭化物が混入し、粘性のある黄色土・掲色土・

黒潟色土がブロック状に混る

8 : 7層と伺じであるが細かく混る

9 :炭化物が混入し、声互補色lJiミの強い極!慎重苦褐色土

10 :炭化物が混入する極1ft号黄梅色ごと

60号土土広墓

56号土i広墓を

10~15cm掘り込

ん で つ く っ た も 第167図 60号土拡慕出土土器

59号土場審

調査区中央t}l)北西にあり、

i広仁}部は 185cmX78cmで、表ミ

形の長し、小判7診を呈し、長車ill

方向はN99
0

Wである。~広底は

平坦で、出土遺物はない。

(~ヒ→)

ゃ;〈ヴ-
?51cm 

第166図 59号 土t広墓

ので、広口部は推定で、約130cm)く80cmぐらし、で、小半IJ形を呈するものと思われる。長軸方向はN360

W前後であろう。埋土から土器片が 1点検出している。

61号土壇墓

11号、 54号と重複し、 53号と接する。 i主l:::Jjefl¥は約 lOOcmX65cmで¥小判形を呈し、長軸方向はN

175
0

Wである。!広底は平坦で、出土遺物はない。 11号、 54号より新しい。

62号土壇墓

54号と重複し、 54号ーより新しし、。!広口部は約105cmX75cmで、楕円形を呈し、長ijilU方向はN57"W

である。北西側にベニカラの散布がみられた。出土遺物はない。

63号土土広墓

64号と重複し、 64号より新しL、。 広口白1)は113cmX65cmで、隅丸長方形を呈し、長車IlJ方向はN710

Wである。 出土遺物はない。
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58号、 63号、 65号と重複し、 63号ーより古く、 58号、 65号より新しL、。!広口ffI~は推定で約 120cmX

68 -



65cmほどで、平面形は不明である。長車rlJ方向はNOoW前後であろう。

みられたo l:l::L:l:消~はほし、。

より北側に炭化物が

第168図 土拡墓群(北ーャ)

の。17

55 

ぐナー

Q
d
 円。



65号土士広墓

38号、 58号、 64号と重複し、 58サより新しく、 38号、 64号より古レ口は r1 /il~ は推定で約 130cmX

70cm ぐらいで、小判Jf~を呈すると jti、われる。長制i方 r~i] は N93
0

Wである。 出土j立物はなし、。

66号土地事

38号、 43 号と重複し、 38 号、 43号により切られている。 1広 J"J音I~は推定で約 120cmX70cmで、変形

の楕円形を呈するものであろうか。長!lMI方向N79
0

W前後で、出土遺物はない。

67号土境基

45号、 68号ーと重復 L，45号、 68号より新 Lぃ。 J広口部は約 130cmX約55cm 命
ー

で、納長:い小判形を呈し、長軸方向はN73
0

Wである o 1広底中央部と両側にべ 江D
ニガラの散布がみられ、小玉が 3個検出された。 し、ずれも緑色凝灰岩製であ

@
日

⑨ 
田

る口

s ~ 

69函

68号土土広墓

44号、 45号、 67号と重複し、 45号より新しく、 44 号、 67号より古い。 J広口，i'fl~ は約 170cmX約70cm

ほどで、長い小判形を呈するものであろう。長軸方向はN58
0 W前後である。出土遺物はなL、。

69号土塊墓

調査区中央部にあり、~広口部は125cmX82cmで、偶丸長方形を呈し、長軸方向はN390

Wである。

拡内ほぼ中央部にベニガラの散布がみられた。このベニガラはご|二拡の確認前にみられたものでベニ

力。ラを中心に掘り進んで土拡を確認した。 1).よ底は平塩で、浅く、出土遺物はな L、。

第170図的号土拡墓(東→)

第172図 70号土拡墓(東→)

- 70-

171図

70号土塊墓

調査区南東のゆるやかな斜面にあり

I広口古liは 147cmX68cmで、長 L、府内形

を呈し、長車III方向はN175
0

Wである o

jヒ側にベニカラの散布がス人られた。 出

土造物はない。



1 炭化物が混入し、汚れのある 1 1ì~-!!l't潟色ゴ二
2 :炭化物・口ーム粒子が混入し、やや黄色味のある果樹色土

3 :炭化物が混入するl的黄色土

4 炭化物が混入し、 '{c{f0.味の必il、lIiJ潟位二!二

71号土地慕

調査区南東、 17号の)市にあり、 i広口部は125

cmX52cmで、細長くほぼ!塙丸長方形を呈し、

長!MI方向はN66
0

Wである。 出土遺物はない。

1 : 1昨夜褐色て1:

2 : ti{色味のある111'1潟色上

3 : tf!tBI!1ミの強l'IIi'¥-黄色と

4 ぅ同よりやや11(';い

72帯土紘基

71 の市、ゆるやかな斜

j却にある。 J丘、n却は 120cm

X67cmで、ほぼ惰[:1]7肢を呈

し、長!Iiill方向はN63
0

Wであ

る。出土遺物はな L、。この

土l広は，道路際にあり、約
議綴霊長

30cm東側にベニ力、ラが80X 第174図 71号土拡墓

X20cmの範開で散布してし、た。道路によってこわ

されていたものである。

1 炭化物が混入し、黄色lJ1ミの強L、11(¥-災計j色土

2 1よりやや黄色味が弱L、

o .炭化物が混人し、 1'id二っぽい Ilf1ÊI~ 色…上

4 :炭化物が泌入し、粘土っぽく、治色l床のある11i'T黄色土

て埴ァ7広三Q4ァー

15fum 

77図 72号土拡墓

-71 

第175図 71号土拡墓

第176図 72号土拡墓(東→)



73号土場基

74 号とIill!:復し、 74~ラより新しい。

j広 I~l ì~:lj は約125cmX約80cmほとで、

小手Ij形を呈すると忠、われる。長jfjrb

方向はN QOW前後であろう。拡内

北側にベニカラの散布がみられ、

中央部と北東側に勾玉と芋字状の

刻線のある玉が検出された。勾玉

はヒスイ製、去は緑色凝灰岩製で

ある。

178図 73号@

74号土士広慕

73号と重複し、 73号より古し、o !広口部は 165cmX約85cmで、西側は変形であるが、小判形を呈し

長軸方向はN700Wである。土器片が 1点出土している。

B地区出土の遺物は第 182図の表採造物を

除いて、全て土i広墓内出土で・ある。第 182図

1は須恵器護の破H-で、 2は1fi:1転糸切底、無

調整の赤褐色土器杯で、ある。土i広墓内出土土

慌でほぼ復元可能なものは四個体で、玉類は

i一五個で、石簸が一個出土している。

79図

出土遺物

担 @一宮
C0XJ CID 

第180図 73号土I広墓出土勾玉・玉

第181図
。日)cm
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O
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l
-
-

(表探)第182図 8地区
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1.遺物について

A土也区

V 

昭和29年 4月、現在地に中学校を建築するため基礎一工事をした際、縄文時代晩期の遺物が出土し

翌30年 8月に一部発掘調査を行ない、組石遺構が確認されている。この調主主区と隣接してし、るのが

A地区調査fKである。

A地区は、拐倶Ijに小沢の入り込んだ場所で、北半部に集石がみられ、出土遺物の大部分はこの集

石遺構の範間からのものである。層位的な出土遺物の分類は悶難であったが、土器実測図、拓影図

には出土層を記した。土器型式は故山内清男博士による大j同 B 式~A'式式の型式分類を参考に I類

~澗類土器群に類別したものである。深鉢形土器、台付鉢形土擦の破片が多L、。 1類土器は大I冊目

式、 H類土器は大洞 BC式、頭類土器は大洞Cl式、町類土器は大洞C2式、 V類土器は大澗A式、 VI類土

器は大洞A'式にそれぞれ比定出来るもので、各類の中でも細別可能なものもある。鴨類土器は後期

に属する土器群である。第54図 1~4 は小形土器であるが、 3 、 4 は作りの悪い肉厚状の土器で10

の萱形土器は阻顕土器群に属するものであろう。 1 類~町類土器群は第 2 層(上層)~第 6 層(下

!習)に混入するが、 V類、 VI類土器群は第 2層、集石遺構上層部で多くの出土をみる。下層部では

出土していない。土製品は土偶および土器片を利用した円板状土製品で、ある。石器は石銀、石錐、

石匙、へラ状右器、槍先状石器、凹石、磨製石斧、石剣、石棒等が出土しているが、中でも凹石の

出土量が多い。他に円板状石製品が19個出土している。

白地区

B 地区出土の遺物は、土拡幕内出土のもので、 24号土j広墓埋土から H類土器群の土器片が出土し

たのが、型式類別の出来る唯一のものである。

2.遺構について

集石遺構

前述したように、集石の範聞は調査区内で、は東西約18m、南北約35mにわたって確認されたもの

で、その広がりは西側、校舎方向の北東側に延びると考えられる。集石の堆積は埋土中で-約20~30

cmで、あるが、沢部については石の数が少なくなり小磯であったが、下層部まで集おはみられた。特

に沢部にあたる 8A3、 9A 1、 9B 1、 9A2、llC3、12C1グリッド内からの遺物出土;量は

全遺物量の約55%である。このようにしてみると、①集石の範囲は遺物出土範囲と共通する。②遺

物、特に土器(片)の出土状態等に遺構の性格を示すあり方がない。③集石の中に意識的に配置さ

れた状況、規則性が見受け知られな L、。④集石遺構の下に;土拡墓等の遺構がtJ:.¥'、。以上のようなこと

から、この集石遺構の範囲は沢部を利用した捨て場としての遺構で、はなし、かと考える。昭和30年に

中庭の調査をした際、確認された組石遺構はA地区集石遺構の一部、つまり集石の北東端であると

73 -



考えた方が妥当と忠l、われる。集石の石は、立主主で述べたように寒風山火山によるローム)習の上部に

混入する距円擦と考えられ、居住地域等の場をつくるため排除されたものであろう。

土拡纂

土拡墓として確認出来たものは、 A地区で20基、 B 地~74基で、重複し合う土紘一基が多し、。

土拡纂の形態

A.B地区合計94基のうち、形態が判別出来たものは93基である。基本型は三三タイフが主体であ

り、多少の変形があっても、基本型に近似すると考えられるものも、類別 Lたものもある。基本型

も入れ、 A~F タイブに分類した。

<Aタイプー小判形〉 向い合う長辺はほぼ平行し、短辺は両端にゆるく半円をiWiくようにふくら

むもの O

<Bタイプ一橋円形〉 向い合う辺がゆるく外側にふくらみ、角度を全くもたないもの。

<Cタイプ一隅丸長方形〉 向い合うそれぞれの辺が直線的でほぼ平行し、長辺と矩辺がほぼi亙交

するもの O

<Dタイプー偶丸方形) Cタイプの長辺と短辺の長さの違いがそれほどないもの O

<Eタイプ一円形〉 ほぼ円形を呈するもの。

<Fタイプ一変形) A~E タイプに入らなし、もの。

これらの A~F タイプの出現頻度(土拡墓数)は次のような比率をもっO

A地区 A:B:C:D:E=8 7 3 1 1 

B地区 A : B C: D : E F =42 : 12 : 14: 3 2 1 

Aタイプ、 Bタイプの中には、形態類別の許容を越えない程度の変形のものも含まれるが、小判

形土拡墓が約半数で楕円形、隅丸長方形と続く。 B地区での長い小判形土拡墓の多いのが目立つ O

⑨ 土拡慕の規模

B地区の土拡墓には、 JJl~ 口古[)で、の長軸が170cm以上のものが141走あり、秋田県柏子所貝探では 8 走

の土i広慕が確認され、人骨の埋葬形態、は屈葬である。土j広慕の大きさは長車alが100cm~142cmのもの

で、成年の人骨が三三体である。 A.B地区を概観すると、 j広口音[jの大きさから屈葬が基本的である

と考えられるが、上記、 14基の土i広墓については伸展葬とみることもできる。

③ 土拡墓の長軸方向

A地区20基、 B地区74基のごと拡墓のうち、重複しているものについても、形態を推定し、長軸方

向を出してみた。 入地区はN480 W ~ N 1200 Wの範聞にある。 B地区はN360 W~ N1230 W~こ大部分は

集中するが、 N200W~ N300 Eにその範囲を示すものがある。本遺跡においては、概略この 2方向

性をもっ土拡墓群と考えられる。この 2方向のあり方はどのような埋葬の違いに起因するのか、今

後の課題である。
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183図

(瓦) 土拡墓の埋葬頭位

第183図の頭位方向 のベニカラ散布の位置によるもので、 A地区ではベニカ。ラの認めら

れたのは 7基で、そのうち理葬頭位のわかるものは 6基で、北間~南西の西頭{立である。 B地区は

ベニプi ラの認められたのは18基で、頭f立方向の判明したものは17茶で、北西~í南西

は14基、北頭位は 2基、 1基である。

j広内出土造物は土器、玉類、石鎮であるがその ら埋葬頭位は必ずしも決められないも

のがある。

〈ベニカ。ラ散布{立寵〉
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西位置-・・ 1・5 ・6 ・9 ・11・14

B地区土拡墓

西位置...2・4 ・5・8 ・21・24・26・32・35・36・39・52・62・67

北位置・・・70・73

南位置・・・ 1

〈玉類出土位置〉

玉類の出土こと拡墓はA地 区 2墓、 8地区 7基である。A地区の 2基 (11・14)、白地匿の 2基 (67・

73) はベニガラと伴出したもので頭位方向が確認できるが、他の 5基については、はっきりしない。

〈石鎌の出土位置〉

石鎮の出土したのは B地区41号土拡墓だけであり、拡底直上から出土したもので商位置である。

〈土器の出土位置〉

B位置

東位置・・・24

西位置・・・ 4

北位置...32・48

東位置出土の24号はベニガ、ラの散布から商頭位と考えられるものである。北位置の32号、 48号は

拡内中央部北壁で検出したもので32号は商にベニガラの散布がみられる土拡墓である。副葬品と

しての土器が頭位方向と一致するのは 4号のみで、ある。

⑤ 土拡墓の構造

構造については、上部構造として石を集積したもの、または並列したものはない。 J広内の壊土は

陪褐色土、黄褐邑土が主で、埋土には炭化物が混入する。拡底は、ほとんどが平担で、場所により

傾斜を有するものもある。 A地区、 BJ也j支の南面にある土拡墓は一部、患者謄を掘り込んでいるため、

拡底に礁が一面に見られるものもある。長し、小判形を皐する土I広墓の躍は立ち上がりがよく、深い

ものが大部分である。

⑨ 土拡墓の分布

上新城中学校遺跡の発掘調査は部分的ではあるが、 2次にわたる調査の結果、時間的差はあるに

しろ、 A地区、 B地区 2ヶ所の墓域が確認された。し、ずれも南面し、緩傾斜地も含む平担地の場所

である。特に B地区における土i広墓群は重擾するものが多し、。 A地区、 B地区の土J広墓群の範囲に

は、その覆土に遺物がな L、。重複関係の多い B地区については、土拡墓の広がりが西側に及ぶと予

想、されるため、配列を決定づけ益るまで至らないが、調査広東側の重複する土i広墓群の新i臼関係で概

観すると、比較的小形である楕円形を呈するものが古く、土*$墓を総本的にみると、長し、小判形を

呈するものが新しいようである。このように土l広墓の形態、新!日関係で配列を推定すると、調査区

西側に中心をもち、環状に分布する予想も成り立つが、はっきりしなし、。時間的差を考慮に入れて
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もこれ程までにも、重複して墓を配置しているということは、何らかの規制のあったことを伺うこ

とカ1で、きる。

上新城中学校遺跡の今までの調査で、墓域、捨て場を確認してし、るが、住居地は確認できなかっ

た。 A地区、 B地区の墓域の中間域にあり、 A地区の捨て場に近い現中学校舎の地域がそれであろ

うカミ。

地

::fJI.~:.: 捨て場

第184図 上新城中学校遺跡遺構想定図
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士 1).& 主 主一覧表 1

A 士出 !ぇ;
土1J1~墓番号 形態 長1M1方向 頭位 Uよ口ttlj(cm) 備 考

1 小判形 N 86
0 

W 西 113X 60 ベニカラ

2 小平日形 N 72
0 

W 130X 67 

3 
楕小 手円Ij 形形

N 83
0 

W 127X 62 

4 N 71
0 

W 120X 55 

5 小*Ij :I!j N 120
0 

W i話回 142X 65 ベニプiラ

6 隅丸長方形 N 109
0 

W rLEi 102X 54 ベニプjラ

7 円 耳手 N 93
0 

W 75X 70 

8 惰円形 N 67" W 127X 70 

9 楕円形 N 120
0 

W 南西 140X 77 ベニカラ

10 小平リ形 N 70
0 

W 83X 50 

11 小判形 N 69
0 

W 北西 110X 82 ベニカラ・ IJ'J三811耳

12 i有円形 N 48" W 115X 75 

13 楕円形 N 85
0 

W 135X 85 ベニガラ

14 隅 丸 方 形 N 96
0 

W 西 95X 67 ベニカラ・勾玉 11181・4、玉 4fI国
15 1有円形 N 117" W 220X105 

16 小平Ij形 N 110
0 

W 140X 70 

17 楕円形 N 89
0 

W 150X115 

18 隅丸長方形 N 89
0 

W 115X 75 

19 小平リ形 N 67" W 130X 70 

20 隅丸長方形 N 110
0 

W 127X 55 

B i也 i三
I 小平Ij形 N 1

0 

W 南 147X 77 ベニガラ

2 小判形 N 77" W 西 193X 63 ベニカラ

3 隅メL長方形 N 90
0 

W 145X 65 

4 小半Ij 7fj N 88
0 

W 四 180X 73 ベニガ、ラ・土 ~ii

5 小 =Iolj :lf1 N 108
0 

W 出回 120X 71 ベニブjラ

6 小平Ij形 N 60
0 

W 140X 70 小玉 41国
7 小平Ij形 N 100

0 

W 195X 80 

8 小 =!olj 形 N 54
0 

W 西 180X 80 ベニカラ

9 小判形 N 51
0 

W 147X 78 

10 小判形 N 65
0 

W 160X 80 

11 小=!:Ij形 N 87" W 140X 70 

12 1)1品丸長方形 N 76
0 

W 165X 82 

13 楕円形 N 82
0 

W 115X 68 

14 小平Ij形 N 70
0 

W 140X 67 

15 楕円形 N 151
0 

W 112X 68 

16 隅丸方形 N 168
0 

W 80X 55 

17 隅丸長方形 N 70
0 

W 128X 47 

18 小 半 日 形 N 165
0 

W 150X 73 

19 間丸長方形 N 89
0 

W 160X 70 

20 小判形 N 97" W 146X 72 

21 小判形 N 80
0 

W 西 155X 80 ベニガラ

22 Il.呂丸長方形 N 118
0 

W 145X 76 

23 隅丸長方形 N 93
0 

W 168X 82 

24 隅丸長方形 N 80
0 

W 四 178X 83 ベニガラ・土器

25 小半Ij形 N 70
0 

W 130X 55 

26 楕円形 N 112
0 

W j2_Ej 170X117 ベニカラ
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ごと j広 墓 覧表 (2 ) 

二とほ墓番号 形態 長ilirt]方向 頭{s'z: I広[]部(crn) I出 考

27 小判形 N 20
0 

W 140X 70 

28 隅丸方形 N 118
0 

W 95X 67 

29 小 判 形 N .850 W 97X 38 

30 隅丸長方形 N 75
0 

W 136X 78 IJ、玉 11国

31 隅丸長方形 N 92
0 

W 140X 70 

32 隅九長方形 N 97
0 

W py 155X 92 ベニカラ・土問

33 小 ~:IJ 形 N 54
0 

W 185X 82 

34 小判形 N 6
0 

W 125X 63 

35 小 判 形 N 67" W 北西 147X 63 ベニカラ

36 小平Ij 7f~ N 92
0 

W 間 130X 76 ノ¥、 ガラ

37 小判形 N 1500 W 

38 小平Ij形 N 59
0 

W 140X 72 ノj、ミli11困

39 小判形 N 60
0 

W 北西 160X 75 ベニカラ@炭化物

40 楕円形 N 370 W 85X 65 

41 小判形 N 890 W 120X 65 石鮪 1{悶

42 小 判 形 N 123
0 

W 127X 65 

43 
変小 判 形形

N 72
0 

W 160X130 

44 N 73
0 

W 180X 75 

45 惰円形 N 58
0 

W 140X 80 勾玉 1{固・玉 1{田

46 楕円形 N 159
0 

W 160X 85 

47 小半1]形 N 88
0 

W 130X 70 

48 小~:Ij形 N 75
0 

W 177X 93 土出

49 小半Ij形 N 179
0 

W 140X 70 

50 変 M N 38
0 

W 170X 80 

51 隅丸方形 N 79
0 

W 195X150 

52 小判形 N 74
0 

W 西 145X 77 ベニプjラ

53 小判形 N 83
0 

W 195X 80 

54 1有円形 N 73
0 

W 110X 73 

55 小半1]形 N 420 W 107X 70 

56 小平1]形 N 49
0 

W 143X 75 

57 楕円形 N 45
0 

W 120X 65 

58 偶丸長方形 N 790 

¥入/ 160X 80 勾玉 1{回・ IJ、玉 1{国

59 小判形 N 99
0 

W 185X 78 

60 小判形 N 36
0 

W 130X 80 

61 小~:Ij J陪 N 175
0 

W 100X 65 

62 情円形 N 57" W 北西 105X 75 ベニカラ

63 隅丸長方形 N 71
0 

W 113X 65 

64 司二 明 N 0
0 

W 120X 65 炭化物

65 小 :1:1]形 N 93
0 

W 130X 70 

66 情円形 N 790 W 120X 70 

67 小判形 N 73
0 

W 四 130X 55 ベニカラ・小玉 3個

68 小手1]形 N 58
0 

W 170X 70 

69 隅丸長方形 N 39
0 

W 125X 82 ーベニプJ、ラ

70 4告円形 N 175
0 

W 北 147X 68 ベニカラ

71 隅丸長方形 N 66
0 

W 125X 52 

72 楕円形 N 63
0 

W 120X 67 

73 小~:Ij形 N 。OW ~t 125X 80 ベニガフ・玉1{国・小玉 1個

74 小~:Ij形 N 70
0 

W 165X 85 
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昭和))年頃 上新域中学校遺跡航空写真

図版 1 昭和54年 上新城中学校遺跡航空写真



図版Z 上、上野崎申学僧遺跡遠景

下、よ肝臓中学続適跡地層
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